
○
中
播
磨
地
区

　

姫
路
市
消
防
局

 

三
輪　

文
哉

○
北
播
磨
地
区

　

三
木
市
消
防
本
部

 

岡
本　

祥
昌

○
西
播
磨
地
区

　

た
つ
の
市 

山
村　

尚
矢

○
但
馬
地
区

　

新
温
泉
町 

小
林　

有
希

○
丹
波
地
区

　

丹
波
市 

荻
野　
　

裕

○
淡
路
地
区

　

南
あ
わ
じ
市 

河
尻　

将
登

今
年
度
よ
り
、
年
四
回
の
発
行

と
な
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
ず
県
・

消
防
協
会
及
び
各
支
部
の
事
業
や

そ
の
他
最
新
の
消
防
事
情
等
を
掲

載
し
て
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た

広
報
紙
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
顧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
年
度
の
地
区
通
信
員
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

○
神
戸
地
区　
　

　

神
戸
市
消
防
局

 

澤
田　

雅
和

○
阪
神
地
区

　

芦
屋
市
消
防
本
部

 

中
田　

雅
俊

○
東
播
磨
地
区

　

加
古
川
市
消
防
本
部

 

原　
　

靖
人

「
兵
庫
消
防
」

　
　
地
区
通
信
員
に
つ
い
て

〜
広
報
紙
「
兵
庫
消
防
」
の
充
実
に
向
け
て
〜

兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

令
和
二
年
四
月
二
日
（
木
）
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

第
八
五
期
初
任
教
育
入
校
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
入
校

式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
来
賓
列
席
は
な

く
、
教
育
生
と
教
官
の
み
の
入
校

式
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
二
二

消
防
本
部
か
ら
一
六
五
名
の
初
任

教
育
生
が
消
防
士
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

消
防
士
と
し
て
採
用
さ
れ
た
新

規
職
員
は
、
六
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
全

寮
制
の
も
と
、
消
防
士
と
し
て
必

要
な
体
力
・
気
力
・
知
識
・
技
術

を
習
得
す
る
た
め
、
厳
し
い
訓
練

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

入
校
式
後
に
は
早
速
、
体
力
測
定

が
実
施
さ
れ
、
教
育
生
達
は
精
一

杯
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

六
ヶ
月
間
の
訓
練
で
、
基
礎
体
力

も
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

※
令
和
二
年
五
月
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
初
任
教
育
は
休
講
措
置
期

間
（
四
月
八
日
〜
）
と
な
っ
て

お
り
、
教
育
生
達
は
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
に
て
研
修
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

令和二年度
兵庫県消防学校第八五期初任教育入校式

（公財）兵庫県消防協会
第85期初任教育生

教育生代表　宣誓森田センター長挨拶

体 力
測 定

（1） （５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防

発 行 所
公益財団法人兵庫県消防協会
神戸市中央区下山手通4丁目16番3号

編集発行人　岸　谷　義　雄

題字　井　戸　知　事

訓
練
で　

確
か
な
信
頼

積
み
重
ね

第 686 号 令和２年５月15日



緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
が
決
定

さ
れ
た
中
、
本
県
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
数

の
増
加
も
、
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
の
医
療
従
事
者
等
の
皆
さ

ん
は
、
県
民
の
命
と
生
活
を
守
る

た
め
、
人
手
や
物
資
が
不
足
す
る

中
、
日
夜
、
疲
労
を
抱
え
つ
つ
感

染
の
不
安
と
闘
い
な
が
ら
、
命
が

け
で
医
療
の
現
場
で
奮
闘
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
幅
広
く
皆
様

の
寄
附
を
呼
び
か
け
、
勤
務
環
境

の
改
善
な
ど
医
療
従
事
者
等
へ
の

支
援
を
行
う
た
め
、
「
ひ
ょ
う
ご

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援

基
金
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

闘
う
人
た
ち
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
基
金
の
設

立
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
是

非
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
支
援
基
金

　
　
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
闘
う
人
た
ち

　
　
　
　
　          

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
設
立
！

【参考】
ひょうご新型コロナウイルス対策支援基金の創設

～新型コロナウイルスと闘う人たち応援プロジェクト～
　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk37/coronakikin.html

この基金は、神戸市を除く市町の医療従事者等への支
援を対象としています。

【参考】
こうべ医療者応援ファンド

https://kmsf.jp/

神戸市の医療従事者等への支援について
は、下記ホームページをご覧ください。

　

併任解除辞令を受け、感謝状を手に記念写真

令
和
二
年
三
月
三
一
日
（
火
）

県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

て
、
県
内
各
消
防
本
部
か
ら
県
に

派
遣
さ
れ
た
職
員
の
併
任
解
除
の

辞
令
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。併

任
解
除
辞
令
と
併
せ
て
、
知

事
よ
り
派
遣
期
間
中
の
功
績
に
対

す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
さ

れ
て
い
た
職
員
へ
は
、
県
消
防
協

会
長
か
ら
も
、
消
防
団
員
の
教
育

訓
練
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
令
和
二
年
四
月
一
日

（
水
）
、
同
じ

く
県
災
害
対
策

セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
て
、
県
内

各
消
防
本
部
か

ら
派
遣
さ
れ
た

職
員
の
着
任
辞

令
交
付
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は

早
速
、
そ
れ
ぞ

れ
の
新
し
い
所

属
へ
向
か
わ
れ

ま
し
た
。

派
遣
期
間
を

終
了
さ
れ
た
皆

様
に
は
、
そ
の

豊
富
な
知
識
と

経
験
を
活
か
し
、

県
消
防
防
災
の

強
化
に
尽
く
し

て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
心
か
ら
の
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
、
今
後
の
ご
活
躍
・
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
新
し
く
着
任
さ
れ
た
皆

様
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

そ
し
て
消
防
防
災
力
強
化
の
た
め
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
併
任
解
除
と
着
任
は

次
の
と
お
り
。

◎
併
任
解
除

【
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
】

加
藤
　
泰
一

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

水
畑
　
博
之

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

伊
賀
　
敏
夫

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

中
西
　
良
太

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

宮
本
裕
美
子

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

市
原
　
直
樹

 

（
芦
屋
市
消
防
本
部
）

竹
内
　
俊
一

 

（
丹
波
市
消
防
本
部
）

岡
田
　
　
悟

 

（
美
方
広
域
消
防
本
部
）

【
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
】

松
野
　
剛
弥

 

（
高
砂
市
消
防
本
部
）

尾
前
　
安
彦

 

（
西
は
り
ま
消
防
本
部
）

太
田
　
幸
宏

（
淡
路
広
域
消
防

　
　
事
務
組
合
消
防
本
部
）

◎
着
任

【
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
】

野
田
　
　
明

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

貝
川
　
　
学

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

松
山
　
智
彦

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

横
田
　
幸
治

 

（
伊
丹
市
消
防
局
）

神
津
　
　
晶

 

（
加
古
川
市
消
防
本
部
）

芳
田
　
直
樹

 

（
川
西
市
消
防
本
部
）

山
口
　
　
令

 

（
北
は
り
ま
消
防
本
部
）

西
　
　
祐
介

 

（
三
田
市
消
防
本
部
）

【
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
】

髙
橋
　
龍
太

 

（
丹
波
篠
山
市
消
防
本
部
）

坂
本
　
政
法

 

（
北
は
り
ま
消
防
本
部
）

石
古
　
拓
也

 

（
小
野
市
消
防
本
部
）

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
・

県
消
防
防
災
航
空
隊

派
遣
期
間
終
了
と
着
任

（
公
財
）
兵
庫
県
消
防
協
会

兵
庫
県
防
災
関
係

　
　
　
　
　
　
幹
部
紹
介

（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

防

災

監

防
災
企
画
局
長

災
害
対
策
局
長

広
域
防
災
参
事

防
災
企
画
課
長

広
域
企
画
室
長

復
興
支
援
課
長

災
害
対
策
課
長

訓
練
・
調
整
参
事

消

 

防

 

課

 

長

産
業
保
安
課
長

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
長

兼
消
防
学
校
長

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

総

務

部

長

早
　
金
　
　
　
孝

田
　
中
　
孝
　
幸

松
　
久
　
士
　
朗

計
　
倉
　
浩
　
壽

小
野
山
　
　
　
正

髙
　
﨑
　
和
　
則

前
　
阪
　
一
　
彰

中
　
道
　
一
　
義

堀
　
井
　
昭
　
彦

北
　
田
　
輝
　
彦

柴
　
田
　
義
　
博

森
　
田
　
克
　
彦

　
　
三
　
宅
　
晴
　
彦

（2）（５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 686 号 令和２年５月15日



緊急事態宣言が発令され、県民の皆さまには不要不急の外出自粛をお願いしております。県内の感染者数は未だ

増加している中、皆さまおひとりお一人のご協力が必要です。

手洗いうがいの徹底、３つの密を避けること、不要不急の外出自粛など、大切な人の命を守るため、引き続きご

協力をお願いいたします。

また、新型コロナウイルス感染症についてのお問い合わせはこちらまでお願いします。

●兵庫県２４時間対応コールセンター（予防・検査・医療に関するご相談）
電話　：078-362-9980

ＦＡＸ：078-362-9874

●兵庫県緊急事態措置コールセンター（その他、緊急事態措置等に関するご相談）
電話　　：078-362-9921

受付時間：午前９時～午後６時（土日祝を除く）

画像出典：厚生労働省ホームページ

新型コロナウイルス感染症について

（3） （５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 686 号 令和２年５月15日



『
訓
練
で
　

確
か
な
信
頼
　
積
み
重
ね
』

に
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
競
馬
の

藤
田
　
菜
七
子
騎
手
が
モ
デ
ル
で

す
。危

険
物
を
安
全
に
取
り
扱
い
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

消防団員・消防職員の皆様、少子高齢化によ
る公的年金の受給年齢引き上げにより、安定し
た老後の生活には備えが必要です。消防個人年
金に加入してみませんか

消防個人年金のご案内

消防個人年金は、地域のために
がんばっている消防団員・消防職員の
皆様のためにご用意した制度です。
資産の積立や税制上の優遇としてのご
利用にもお勧めです。
ゆとりある将来・安定している将来を
消防個人年金で描いてみませんか？

（お問い合わせ先）公益財団法人　日本消防協会　年金共済部　0120-658-494

7 つのポイント！
消防個人年金

途中で脱退しても積立金（脱退一時金）を受け取ることができます。6
消防団員・消防職員の退団・退職後も継続できます。5
保険料は、生命保険料控除の対象になります。4

7 現在約22,000名の方が加入され、
約11,000名の方が年金を受け取られております。

1 最長70歳まで積立てが可能な
公的年金の補完ができる制度です。

2 予定利率（※）1.25％（平成30年4月1日現在）
※将来変動することがあります。

3
月払、半年払、月払・半年払併用から選択でき、
月払の場合、毎月10,000円から加入できます。
（ゆうちょ銀行の口座から振替の場合は5,000円）
さらに、加入時・加入期間中に、まとまった資産を一時払として払い込むことができます。

毎月加入
できます！

令和二年度　危険物安全週間標語ポスター

消
防
庁
で
は
、
危
険
物
の
保
安

に
対
す
る
意
識
の
啓
発
及
び
高
揚

を
推
進
す
る
た
め
に
、
毎
年
六
月

の
第
二
週
は
「
危
険
物
安
全
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
危
険
物
安
全
週
間
の
行

事
を
推
進
す
る
た
め
、
広
く
一
般

か
ら
、
危
険
物
災
害
の
防
止
と
危

険
物
の
貯
蔵
・
取
扱
い
の
安
全
を

呼
び
か
け
る
標
語
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
今
年
度
の
推
進
標
語
は
、

消防庁

令
和
二
年
度
危
険
物
安
全
週
間
標
語

 

私
は
、
平
成
三
〇
年
度
に
加
東
市

役
所
に
入
庁
し
、
現
在
ま
ち
づ
く
り

創
造
課 

情
報
推
進
室
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
加
東
市
で
は
、
消
防
団
員

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
ん
で
お
り
、

平
日
昼
間
の
消
防
力
不
足
を
改
善
す

る
た
め
、
平
成
三
〇
年
四
月
か
ら
、

市
職
員
で
構
成
す
る
市
役
所
分
団
が

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
分
団
で
は
、
平
日
の
勤
務

時
間
内
（
八
時
三
〇
分
か
ら
一
七
時

一
五
分
ま
で
）
に
発
生
し
た
火
災
に

出
動
し
て
お
り
、
ま
た
、
各
種
消
防

団
事
業
で
消
防
団
の
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
入
庁
時
に
市
役
所
分
団
の

説
明
を
聞
き
、
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
主

防
災
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
平

成
三
〇
年
度
か
ら
市
役
所
分
団
に
入

団
し
ま
し
た
。
普
段
は
、
ま
ち
づ
く

り
創
造
課
　
情
報
推
進
室
で
加
東

ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
番
組
作
成
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
定

期
的
に
消
防
車
両
や
資
機
材
の
点
検

を
行
い
、
非
常
時
の
サ
イ
レ
ン
に
備

え
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、
火

災
現
場
で
交
通
整
理
な
ど
後
方
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
役

所
の
諸
先
輩
方
に
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
訓
練
を
重
ね
、
少
し
で

も
迅
速
な
消
火
活
動
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

～市役所分団員として～

加東市消防団
市役所分団
前田　明洋

われら
若手消防団員

（4）（５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 686 号 令和２年５月15日



訓
練
・
ポ
ン
プ
車
取
扱
い
及
び
放

水
訓
練
を
行
い
ま
す
。
消
防
職
員

と
ベ
テ
ラ
ン
団
員
の
指
導
の
も
と
、

現
場
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
、
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。

【
水
防
訓
練
】
五
月

台
風
や
大
雨
に
よ
る
災

害
発
生
時
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
水
防
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高

砂
市
や
自
主
防
災
会
と
協

力
し
、
避
難
誘
導
・
土
の

う
作
成
・
各
種
水
防
工
法

を
行
い
ま
す
。

【
分
団
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
】一
〇
月

団
員
間
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
、
各
分
団
対
抗

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

二
年
に
一
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

大
会
は
、
高
砂
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
審
判
団
の

ジ
ャ
ッ
ジ
の
も
と
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、

白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

【
高
砂
市
総
合
防
災
訓
練
】

一
一
月高砂

市
内
各
所
で
の
同

時
多
発
的
な
災
害
発
生
を

想
定
し
、
住
民
の
避
難
誘

導
、
倒
壊
家
屋
瓦
礫
除
去
、

初
期
消
火
、
一
斉
放
水
を

行
い
ま
す
。

【
年
末
警
戒
】
一
二
月

年
末
の
火
災
多
発
期
に

備
え
、
火
災
予
防
の
注
意

喚
起
と
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
火
災
予
防
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
内

は
消
防
操
法
一
色
に
染
ま
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
、
神
奈
川
県
横
浜
市

に
て
開
催
さ
れ
た
第
二
四
回
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
に
、
兵
庫
県

代
表
と
し
て
芦
屋
市
女
性
消
防
団

バ
ー
デ
ィ
ー
ズ
が
出
場
し
ま
し
た
。

二
年
間
に
お
よ
び
昼
夜
を
問
わ

ず
行
っ
た
厳
し
い
訓
練
の
末
、
全

国
大
会
で
は
六
位
優
秀
賞
と
い
う

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
三
番
員
、
四
番
員
は
減
点
な

し
の
個
人
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

大
会
出
場
選
手
は
、
こ
の
二
年

間
で
様
々
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

チ
ー
ム
分
裂
の
危
機
を
迎
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

困
難
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
、

チ
ー
ム
と
し
て
心
技
体
す
べ
て
一

丸
と
な
る
こ
と
で
良
い
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
砂
市
は
、
兵
庫
県
南
部
播
磨

平
野
の
東
部
に
位
置
し
、
人
口
約

九
万
人
、
面
積
が
三
四
・
三
八
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
小
さ

な
市
で
す
。

当
市
の
特
徴
は
、
南
部
に
瀬
戸

内
播
磨
灘
、
北
西
部
に
は
播
磨
富

士
と
呼
ば
れ
る
高
御
位
山
、
東
部

に
は
一
級
河
川
の
加
古
川
が
あ
り
、

海
・
山
・
川
と
自
然
豊
か
な
一
面

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
式
や

め
で
た
い
と
き
に
謡
わ
れ
る
謡
曲

「
高
砂
」
と
平
和
と
長
寿
の
象
徴

で
あ
る
「
尉
と
姥
」
の
い
わ
れ
の

発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
歴
史
的
な

文
化
も
混
在
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
高
砂
市
高
砂
町
が

「
兵
庫
県
の
歴
史
的
景
観
形
成
地

区
」
に
指
定
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
始
ま
っ
た
「
た
か
さ
ご
万
灯

祭
」
や
、
高
砂
市
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
色

と
り
ど
り
の
レ
ー
ザ
ー
光
線
と
花

火
が
夜
空
を
飾
る
、
兵
庫
県
で
唯

一
の
花
火
大
会
で
あ
る
「
ナ
イ
ト

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
」
も
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

高
砂
市
消
防
団
は
、
団
本
部
及

び
七
分
団
、
定
員
六
七
五
名
で
構

成
さ
れ
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
七

台
、
団
本
部
に
資
機
材
搭
載
型
車

両
一
台
、
防
災
活
動
車
一
台
及
び

小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
二
台
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

日
々
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防

団
を
目
指
し
て
、
消
防
力
の
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

高
砂
市
消
防
団
の
主
な
活
動

【
若
手
団
員
訓
練
】
四
月

入
団
三
年
以
内
の
若
手
団
員
を

対
象
と
し
、
訓
練
礼
式
・
可
搬
式

ポ
ン
プ
取
扱
い
及
び
ホ
ー
ス
延
長

芦
屋
市
は
、
大
阪
と
神
戸
の
中

間
に
位
置
し
、
北
に
目
を
向
け
る

と
、
緑
豊
か
な
六
甲
の
山
々
が
連

な
り
、
一
方
南
に
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
船
が
行
き
交
う
穏
や
か
な
大

阪
湾
を
臨
む
全
国
唯
一
の
「
国
際

文
化
住
宅
都
市
」
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
以
降
に
関
西
の
事

業
家
が
豪
邸
を
多
く
建
設
し
た
こ

と
も
あ
り
、
阪
神
間
の
高
級
住
宅

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

芦
屋
市
消
防
団
は
、
団
本
部
、

団
本
部
付
（
女
性
消
防
団
員
　
通

称
『
バ
ー
デ
ィ
ー
ズ
』
）
、
山
手

分
団
、
精
道
分
団
、
打
出
分
団
、

岩
園
分
団
か
ら
構
成
さ
れ
、
令
和

二
年
四
月
一
日
現
在
の
団
員
は
一

一
一
名
で
す
。

一
昨
年
前
か
ら
芦
屋
市
消
防
団

P
i
c
k
 
U
p
!

『
消
防
操
法
一
色
の
芦
屋
市
消
防
団
』

芦
屋
市
消
防
団

『
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
に
』

高
砂
市
消
防
団

全力を出し切った笑顔

出初式にて初めての披露

緊張の面持ち

【水防訓練】【出初式】

全
域
に
お
い
て
消
防
団
年
末
警
戒

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
出
初
式
】
一
月

消
防
団
の
士
気
の
高
揚
と
、
地

域
住
民
へ
の
消
防
理
解
及
び
防
火

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
年
頭
に
消
防
出
初
式
を

挙
行
し
て
い
ま
す
。
部
隊
観
閲
の

後
に
、
七
分
団
と
自
衛
消
防
隊
の

合
同
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
本
番
で
の
操
法
を
終

え
る
と
、
緊
張
し
た
こ
と
や
失
敗

し
た
こ
と
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
と

い
う
感
想
が
多
か
っ
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
こ
の
精

神
力
の
強
さ
に
よ
り
、
会
場
の
雰

囲
気
に
飲
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
自

分
た
ち
の
操
法
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
消
防
操

法
大
会
を
通
し
て
選
手
た
ち
が
得

た
絆
は
一
生
続
く
も
の
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
、
出
場
選
手
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
ご
家
族
の
皆
様
、
訓
練
を
支

援
し
て
く
れ
た
出
場
選
手
以
外
の

女
性
消
防
団
員
、
男
性
消
防
団
員
、

素
晴
ら
し
い
大
会
に
携
わ
っ
た
全

て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。そ

し
て
、
今
年
は
八
月
に
開
催

予
定
で
あ
っ
た
第
二
八
回
兵
庫
県

消
防
操
法
大
会
に
阪
神
地
区
代
表

と
し
て
、
芦
屋
市
消
防
団
山
手
分

団
の
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
大
会
に
向
け
日
々
訓
練
を

実
施
し
、
女
性
消
防
団
員
が
残
し

た
輝
か
し
い
成
績
に
刺
激
を
受
け

な
が
ら
自
分
た
ち
も
負
け
て
い
ら

れ
な
い
、
一
つ
で
も
上
の
順
位
へ

と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て
訓

【若手団員訓練】

練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
第
二
八
回
兵
庫
県
消
防
操

法
大
会
の
中
止
が
決
定
さ
れ
、
芦

屋
市
消
防
団
の
消
防
操
法
強
化
訓

練
は
こ
こ
で
打
切
り
と
な
り
ま
し

た
。も

っ
と
訓
練
し
た
か
っ
た
、
大

会
に
出
場
し
て
今
ま
で
の
訓
練
成

果
を
出
し
た
か
っ
た
と
い
う
悔
し

い
思
い
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
た

め
に
は
当
然
の
決
定
だ
と
い
う
思

い
か
ら
、
と
て
も
複
雑
な
胸
中
で

す
。
大
会
中
止
は
非
常
に
残
念
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
訓
練

し
て
き
た
消
防
操
法
の
技
術
や
、

そ
の
中
で
培
っ
た
選
手
同
士
の
絆

は
大
会
が
な
く
な
っ
て
も
絶
対
に

消
え
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
経

験
を
今
後
の
消
防
団
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
全
世
界
の
人
た
ち
が
力
を

合
わ
せ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

闘
う
時
、
世
界
が
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
に
打
ち
勝
ち
、
一
人
で
も
多
く

の
人
の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

た
か
み
く
ら
や
ま
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編
集
後
記

暑
さ
が
日
ご
と
に
増
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
。今

月
号
の
二
・
三
面
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
の
情
報

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
心
身
の

健
康
に
お
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
紙
面
作
成
に
あ

た
り
各
地
区
か
ら
多
数
の

寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
度
の
「
兵
庫
消

防
」
の
編
集
は
引
き
続
き

近
藤
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
一
部
仕
様
を

変
更
し
て
の
発
行
と
な
り

ま
す
が
、
「
兵
庫
消
防
」

が
消
防
団
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
ご
愛
読

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

女性消防団員による広報活動

姫
路
市
は
、
兵
庫
県
の
南
西
部
に

位
置
し
、
人
口
約
五
三
万
人
、
面
積

は
五
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
を
始
め
、
海

岸
線
に
は
工
業
地
帯
、
北
部
は
山
岳

地
帯
と
多
種
多
様
な
地
域
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。　

姫
路
市
の
消
防
団
は
八
団
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
三
〇
〇
〇
人
を
超

え
る
団
員
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
姫
路
市
の
消
防
団
に
、
平
成

二
四
年
三
月
一
日
、
女
性
消
防
団
員

が
誕
生
し
、
姫
路
市
飾
磨
消
防
団
に

お
き
ま
し
て
は
、
現
在
七
人
の
女
性

消
防
団
員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
姫
路
市
消
防

出
初
式
、
総
合
防
災
訓
練
な
ど
の
主

要
行
事
の
参
加
や
、
地
域
の
防
災
訓

練
、
普
通
救
命
講
習
に
も
参
加
す
る

と
と
も
に
、
火
災
な
ど
の
災
害
に
も

積
極
的
に
駆
け
つ
け
、
地
域
の
安
全
、

安
心
を
守
る
た
め
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
近
年
で
は
、
兵
庫
県
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
な
ど
で
得
た
こ

と
を
も
と
に
、
寸
劇
や
「
夢
あ
る
ま

ち
姫
路
」
の
替
え
歌
を
活
用
し
、
商

業
施
設
等
の
場
を
借
り
、
一
一
九
番

通
報
や
応
急
救
護
の
方
法
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
、
消
防
団
の
活
性
化
の
た
め

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
女
性
消
防
団
員
の
活

動
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
火

災
予
防
及
び
応
急
手
当
の
大
切
さ
を

学
び
、
私
も
消
防
団
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
頂
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

今
後
も
、
消
防
活
動
や
地
域
の
防

災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
女
性

ら
し
さ
を
生
か
し
た
活
動
で
地
域
の

防
火
・
防
災
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
!!

　
　
　
　
　
女
性
消
防
団
員
!!
』

姫
路
市
飾
磨
消
防
団

がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

「
消
防
の
基
本
は

操
法
に
あ
り
！
」

豊
岡
市
は
兵
庫
県
北
部
に
位
置

し
、
平
成
一
七
年
四
月
に
、
旧
豊

岡
市
、
城
崎
町
、
竹
野
町
、
日
高

町
、
出
石
町
、
但
東
町
の
一
市
五

町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の

旧
市
町
の
特
色
を
活
か
す
た
め
、

旧
市
町
単
位
で
の
多
団
制
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
岡
市
竹
野
消

防
団
は
、
六
分
団
二
三
部
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
四

月
一
日
現
在
二
六
七
名
の
団
員
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。

「
新
団
長
は酒

屋
の
大
将
！
」

令
和
二
年
四
月
か
ら
神
戸
市
中

央
消
防
団
長
と
な
る
白
銀
（
し
ろ

が
ね
）
敏
孝
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

神
戸
市
中
央
区
は
、
北
は
六
甲

山
、
南
は
国
際
貿
易
港
で
あ
る
神

戸
港
や
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と

い
っ
た
山
と
海
に
挟
ま
れ
た
街
で
、

神
戸
市
最
大
の
繁
華
街
や
北
野
異

人
館
、
中
華
街
の
南
京
町
や
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
観
光
名
所
が
多

数
あ
る
神
戸
市
の
中
心
部
で
す
。

白
銀
団
長
は
、
三
宮
繁
華
街
や

北
野
異
人
館
な
ど
を
管
轄
す
る
分

団
の
分
団
長
と
し
て
長
年
活
躍
さ

れ
、
約
五
〇
年
の
消
防
団
活
動
を

経
験
し
、
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

普
段
は
街
の
酒
屋
さ
ん
と
し
て

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

配
達
や
店
番
、
そ
し
て
何
よ
り
大

事
な
の
が
お
得
意
先
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
よ
く
行
っ

た
き
り
帰
っ
て
来
な
い
こ
と
が
あ

る
と
か
な
い
と
か…

。

そ
ん
な
忙
し
い
白
銀
団
長
で
す

が
、
災
害
が
発
生
す
る
と
い
ち
早

く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
出
動
団
員

へ
の
指
示
や
消
防
隊
と
の
連
携
な

ど
大
変
頼
も
し
い
団
長
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
、

酒
屋
の
大
将
と
し
て
、
消
防
団
長

と
し
て
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

神
戸
市
中
央
消
防
団　
　
　

白
銀　

敏
孝

こ
の
度
、
豊
岡
市
竹
野
消
防
団

長
に
就
任
さ
れ
た
大
野
団
長
は
、

鉄
工
所
を
経
営
す
る
傍
ら
、
熱
い

消
防
精
神
で
、
団
員
へ
熱
意
の
こ

も
っ
た
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
大
野
団
長
で
す
が
、
実

は
「
蕎
麦
打
ち
」
と
い
う
趣
味
を

お
持
ち
で
す
。
「
一
度
、
団
員
に

も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
団

長
自
ら
の
要
望
も
あ
り
、
昨
年
度

は
、
大
野
団
長
指
導
の
も
と
、
粉

か
ら
蕎
麦
打
ち
を
し
ま
し
た
。
出

来
栄
え
は
、
参
加
し
た
団
員
み
な

が
納
得
す
る
味
で
、
作
っ
た
蕎
麦

は
残
ら
ず
完
食
し
ま
し
た
。
大
成

功
だ
っ
た
蕎
麦
打
ち
、
今
年
か
ら

は
恒
例
行
事
に
な
り
そ
う
で
す
。

「
消
防
の
基
本
は
操
法
に
あ

り
」
が
信
条
の
大
野
団
長
。
操
法

大
会
前
に
な
る
と
、
自
然
と
指
導

に
熱
が
入
り
ま
す
。
無
火
災
で
消

防
団
が
活
躍
す
る
場
が
な
い
方
が

よ
い
の
で
す
が
、
万
一
の
火
災
等

の
災
害
に
備
え
て
、
竹
野
消
防
団

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
岡
市
竹
野
消
防
団　
　
　

大
野　

伸
治

神戸市

豊岡市

公益財団法人兵庫県消防協
会では、県下消防団の活躍を
広めるため、Facebookページ
を開設致しました。各消防団
の活動について、投稿をして
いきますので消防団員の皆様
には是非、当協会ページの
フォローをお願いします。
また、皆様の活躍を広く県
民の方などへお届けできます
よう、当協会ページや投稿記
事をシェアしていただき、友
達へ拡散していただけますよ
うお願いします。

兵庫県消防協会
Facebookページの
開設のお知らせ

アクセスは
こちらから　⇒

FacebookページのURL
https://www.facebook.com/

hyoshokyo

（6）（５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 686 号 令和２年５月15日


